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発 行 所 

五所川原市役所 

457号 

昭和54年10月15日 

印 刷 西 北 印 刷 

市 の 人 口 

52,766人 

男 	25,601人 

女 	27,165人 

世 帯 数 	14,391 

（昭和54年10月1日現在）住民基本台帳から 

  

コミュニティーの中核に 
語らい 

市中央公民館新築進む 

市が市制施行25周年記念事業のひとつ

として54,. 55年度の 2 カ年にわたり、総

工費6億 6千万円を投じ鎌谷町に建設し

ている中央公民館の建r工事が着々進め

られています。 

新築中の市中央公民館は、 5,752平方 

I' )L の敷地に鉄筋コンクリート（一部鉄骨） 

造り三階建て延べ面積 3,750平方航。 

一階は、ステージを備えた大集会室兼 

体育館（バレーコート二面程度）、ロビ 

ー、老人室など、二階は、公民館活動を 

主体とした各種会議室、三階は、大広間、 

料理教室等の結婚式場となっています。 

完成は、55年 9 月30日の予定です。 

（写真一「市中央公民館」完成予想図） 



市
で
は
、
市
制
施
行
二
十
五
周
年
を
記
念
し
、
 
「市
 
生
息
し

て
い
る
も
の
ば
か
り
で
、
姉
の
象
徴
と
し
て
 

の
花
」
、
 
「市
の
鳥
」
、
 
「市
の
木
」
を
制
定
す
る
 
皆
さ
ん
か

ら
い
っ
そ
う
親
し
ま
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
 

た
め
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
て
い
ま
し
た
が
、
加
募
多
 
す
。
 

数
の
な
か
か
ら
市
の
花
に
 
「ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ

（野
 
決

定
し
た
市
の
花
、
鳥
、
木
に
応
募
し
た
方
の
な
か
 

花
菖
蒲
）

」
、
市
の
鳥
に
 
「カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
（
川
原
 
か

ら
抽
選
の
結
果
、
小
曲
の
成
田
ト
ミ
エ
さ
ん
、
寺
 

務
）
」
、
市
の
木
に
「
ハ
ル
ニ
レ
 
（
春
検
）

」
 
ど決
 
町
の
高
山
知

子
さ
ん
、
川
端
町
の
千
葉
鉄
子
さ
ん
が
 

定
し
十
月
十
二
日
の
記
念
式
典
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
 
そ
れ
ぞ
れ
当
選
し
、
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

多
数
の
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ぎ
い
ま
す
。
 

制
定
さ
れ
た
 
「市
の
花
」
、
 
「市
の
鳥
」
、
 
「市
の
 

制
定
さ
れ
た
「
市
の
花
」
、
 
「市
の
鳥
」
、
帯

の
 
木

」
を
紹
介
し
ま
す
。
 

木
」
は
、
と
も
に
郷
土
に
古
く
か
叫
自
生
、
ま
た
は
 

、
 

ノ
 

・
 
《
 
／
 

、
ー
ニ
ト』ー
ノ
 

ー
 

ノ
 

r
ル
ー
ー
レ

（
春檎
）
 
ニ
 
レ
 
科
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ポーツ賞にflAか 市ス 

北
国

の
低
地
に
自
生
す
る

姿
の

よ
い
高
木
で
、

古
く
か
ら
五
所
川

原
人
に

親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。

方

言
で
、
 
「
ツ
ツ
ギ
ダ

モ
」
、
「
ア
カ

ダ
モ
」
、
「
ク
ロ
ダ
モ
」
 
と
呼
ばれ

て
い
ま
す
。
 

野
外
で

の
た
き
木
と
し

て
重
宝

な
も
の
で
、
ほ
か
の
木
で
は
火
が

消
え

て
し
ま
う
の
に
ど
ん
ど
ん
燃

え
続
け
ま
す
。

五
所
川
原
市

に
住

み

つ
い
た
先
人
た
ち

は
、

こ
の
地

を
開
拓
し

な
が
ら
夜
の
外
敵

と
寒

さ
か
ら
身
を
守
っ
た
と
い
わ

れ
て

い
ま
す
。
樹
皮
の
繊
維
で

着
物
を

作
り
ま
し
た
。
 

昔
の
五
所

川
原
市

は
、
毛
内
林

の
よ
う
に
、

こ
の
木
を
主
体
と
し

た
樹
木
で
お

お
わ
れ

て
い
ま
し

た
。
 

現
在
で
も
市
内
各
所
に

立
派
な
大

木
が
残
っ

て
お
り
、
そ
の
面
影
を

偲
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

北
海
道
で
、
 
「
エ
ル
ム
」
 
と
呼

ん
で

い
る
の
は
、

こ
の
木
で
す
。
 

五
十
四
年
の
 
「市

ス
ポ
ー
ッ
賞
」
に
個

人
三
十
九
人
、
団
体

十
六
団
体

（
一
五
五

人
）
が
決
ま
り
、
十

月
十
日
体
育
の
日
に

市
民
体
育
館
で
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

個
人
賞
の
な
か
に

は
、
功
労
賞

一
 

人
と
、
五
回
受
 

賞
に
伴
う
特
別
 

褒
賞
四
人
が
含
 

ま
れ
て
い
ま
す
。
 

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
 

す
。
 

ロ
ス
ポ
ー
ツ
功
労

賞
 

▽
陸
上
 
藤
田
留
作
 

（雛
田
）
 
一

ロ
五
回
受
賞
に
伴
な
う

特
別
褒
賞
 

▽
陸
上
 
川
浪
徹

（末

広
町
）
、対
馬
章
（
羽
野
木
 

沢
）
 

《
 

▽
柔
道
 
川
浪
佑
攻
 

（新
宮
町
）
、鈴
木
誠

一
 

（
湊
千
鳥
）
 

ロ
個
人
賞
 

一

▽
卓
球
 
工
藤
慶
人
 

（鎌
谷
町
）
、
小
林
史
幸
 

（
羽野
木
沢
）
、
小
林
広
行
 

（原
子
）
、
片
岡
美
代
子

（
松

野
木
）
、
石
岡
智
幸
（
福
山
）
、
 

小
林
繁
光
（
羽
野
木
沢
）
、
三

上
雅
也
（
末
広
町
）
 

▽
弓
道
 
新
岡
重
智
（
松
島

町
）
 

▽
野
球
 
久
保
公
克
（
末
広
 
 

町
）
 

▽
柔
道
 
遠
藤
重
男
、

舘
山

清
秀
（
以
上
柏
原
町
）
、
竹
谷

昌
洋
、
高
橋
宏
爾

（以
上
藻

川
）
、
 

成
田
喜
博
（
神
山
）
 

▽
陸
上
 
高
橋
将
成

（
松
島
 

町
）
、
渡
辺
一
恵
（

漆
川
）
、
 

安
田
信
昭
（
広
田
）
、
奈
良
寿
 

長
（

一
野
坪
）
、兵
庫
一
弘

（
中
 

平
井
町
）
、太
田
弘
之
（
原

子
）
、桜
庭
誠

（幾
島
町
）
、
 

原
知
紀
（
末
広
町
）
、秋
元

千
鶴
子
（
金
山
）
 

▽
庭
球
 
小
林
素
子
 

（
柏原
町
）
、
高
橋
里
美
 

（
金山
）
 

▽
相
撲
 
棟
方
修
新
 

（幾
世
森
）
 

▽
小
林
寺
挙
法
 
山
口

茂
（

一
野
坪
）
、村
上
恵
也
 

（蓮
沼
）
、成
田
秀
造
（
飯

詰
）
 

▽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
 
小

笠
原
真
紀
子
、
成
田
優
子
 

（以
上
持
子
沢
）
、成
田
勇

美
子
（
松
野
木
）
、山
中
孝

志
（
擁
浄
）
 

▽
ウ
ユ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
 
鹿
内
浩
造

（梅
田
）
 

（
敬
称
略
）
 

ロ
団
体
賞
 

▽
剣
道
 
五
所
川
原
警
察
署

剣
道
チ
ー
ム
 

▽
柔
道
 
五
所
川
原
柔
道
会
、
 

五
所
川
原
第
二
中
学
校
柔
道
部
、
 

五
所
川
原
農
林
高
校
柔
道
部

▽
庭
球
 
五
所
川
原
高
校
硬

式
庭
球
部
 

（第 3種郵便物認可） 	 広報ごしょがわら 	 昭和54年（1979年）10月15日（妬7号） ② 

藤田さんに功労賞 
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昭和54年（1979年）10月15日（457号） 広報ごしょがわら ③ （第 a種郵便物認可） 

ロ
と
き
 
十
一
月
二
十
五

日
（
日
）
午
前
九
時
か
ら

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
体
育
館

ロ
競
技
種
目
 
連
続
時
間

跳
び
 

ロ
参
加
料
 
ス
ポ
ー
ッ
傷

害
保
険
料
と
し
て
二
十
円
（
一
 

日
保
険
で
、
当
日
で
よ
い
。）
 

ロ
表
彰
 
入
賞
者
に
は
、
 

ク
ラ
ス
、
男
女
別
に
三
位
ま

で
記
録
証
及
び
記
念
品
を
贈
 

り
ま
す
。
 

，
 

ロ
申
込
み
締
切
り
 
十
一
 

月
二
十

一
日
（
水
）
 

ロ
申
込
み
先
 
市
教
育
委
・
 

員
会

・
保
健
体
育
課
（
廿
④
 

二
一
一
九一
一
番
）
 

児
童

・
生
徒
は
、
学
校
を
 

通
し
て
、
 一
般
の
方
は
、
電
 

話
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。
 

ロ
競
技
ク
ラ
ス
 

①
小
学
校
低
ク
ラ
ス
（
 

年
生
ー
三
年
生
）
 

②
小
学
校
高
ク
ラ
ス
（
四

年
生
ー
六
年
生
）
 

③
中

・
高
校
ク
ラ
ス
 

④
一
般
ク
ラ
ス
（
オ
ー
プ

ン
）
 

持
参
す
る
も
の
な
ど
、
詳

し
く
は
、
保
健
体
育
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

'"'"’ーーーーーー“'"'"'"'"“晦酬叫’ーー械”""’・，ー“・械・“●・，ー‘．“・・晦・“糾‘・“●“，ーーー“，"，“米，械糾‘，ーー“*＊剥 

▽
卓
球
 
五
所
川
原
第
二
中

学
校
男
子
卓
球
部
、
五
所
川
原

第
二
中
学
校
女
子
卓
球
部
 

▽
野
球
 
南
小
学
校
野
球
ス

ポ
ー
ッ
少
年
団
、
五
所
川
原
第

一
中
学
校
野
球
部
、
五
所
川
原

農
林
高
校
野
球
部
 

▽
陸
上
 
五
所
川
原
東
高
校

四
百
H
リ
レ
ー
チ
ー
ム
、
五
所

川
原
中
央
小
学
校
男
子
四
百
M
 

リ
レ
ー
チ

ー
ム
 

「な
わ
跳
び
記
録
会
」
を
開
催
 

原
市
青
年
団
協
議
会
バ
ト
ミ
ン

ト
ン
部
 

▽
小
林
寺
挙
法
 
五
所
川
原

第
一
高
校
小
林
寺
挙
法
部
 

▽
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 
五
所
川

原
市
青
年
団
協
議
会
バ
レ
ー
ボ
 

ー
ル
部
 

▽
空
手
 
五
所
川
原
高
校
空
 

手
道
部
 

▽
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
 
五
所
川
 

~’響鵬臓“繊喫~野緯雄輪尋w 

ふ
る
っ

て
ご

参

加
を
 

五
脈

川
原
市
に

一
年
中
住
ん
で
 

い
る
ウ
グ

イ
ス
色
の
な
か

に
黄
色
 

カ
ワ
ラ
ヒ

ワ
（
川
原
鵬
）
ァ
ト
リ
秤
 

が
目
立
つ

留
鳥
で

す
。
 

声

・
姿
・
飛
び

方
が

美
し

い
こ

と
で

有
名
で

す
。

市
庁
舎
裏

の
岩

木
川
原
を

中
心
に
、

市
内
各
所
に

普
通
に

見
る
こ

と
が

で
き
ま
す
。
 

方
言
で
「

オ
ダ

ネ
ヒ
ワ

（
御
種

鵬
）

」
と
呼
ば

れ
、

津
軽

の
人

々

に
昔
か

ら
親
し

ま
れ

て
い

ま
す
。
 

お
祭
り
広
場
や

家
庭
の

庭
木

な

ど
に
巣
を

作
り
、

ひ
な
を

育

て
て

い
ま
す
。

親
子

そ
ろ
っ

て
仲
良

く

生
活
す
る
鳥

と
し

て
も
有

名
で

す
。
 

ス
ズ

メ
と
同
じ

大
き
さ
で

す
。
 

ノ
ハ
ナ
シ
ョ

ウ
ブ

（野
花
菖
蒲
）
ァ
ヤ

メ
科
 

日
本
各
地
の
水
辺
に

自
生
す
る
 
多

年
草
で
、

津
軽
地
方
で

は
 
「ソ

ド
メ
」
 
と
呼
ば
れ
、

親
し

ま
れ

て

い
ま
す
。
 

六
月
に

紫
紅
色
の
花
を

咲
か

せ
、
 

田
ん
ぼ

の
畔
（
あ
ぜ

）
等
に

よ
く

見
ら
れ

ま
す
。

草
刈
り
の
折
で

も
、
 

こ
の
花

の
部
分
だ
け
を

残
し

て
い

た
り
し

て
、

こ
の
花

へ
の
愛

着
が

み
ら
れ

ま
す
。
 

全
国

各
地
に

栽
培
さ
れ

て
い

る

園
芸

種
「

花
菖

蒲
」
は
本

種
を

改

良
し

て
つ
く
ら
れ

た
も
の
で

す
。
 



▽
ア
ケ
ボ
ノ
ソ
ウ

（リ
ン

ド
ウ
科
『
 

十
月
も
半
ば
す
ぎ
る
と
、
 

津
軽
の
山
野
に
は
花
の
姿
が

ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
。
こ
と
し
最
後
の
野
草

の
花
を
た
ず
ね
歩
い
た
自
然

愛
好
者
た
ち
を
喜
ば
せ
て
く
 

れ
た
の
は
こ
の
花
で
す
。
 

五
つ
の
白
い
花
び
ら
が
遠

く
か
ら
招
き
、
近
づ
い
て
こ

の
花
を
見
た
と
き
、
仲
間
た

ち
は
一
様
に
た
め
息
を
つ
い

て
し
ま
い
ま
し
た
。
 

あ
ま
り
に
も
神
秘
な
花
び

ら
の
模
様
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
 

「曙
草

（あ
け
ぼ
の
そ
う
）」
 

そ
の
も
の
で
す
。
 

あ
け
方
の
空
を
い
ろ
ど
る

た
く
さ
ん
の
星
々
が
花
び
ら

に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。，

 

野
草
を
た
ず
ね
歩
い
た
仲

間
た
ち
に
は
 
「ア
ケ
ボ
ノ
ソ

ウ
」
 
の名
は
、
あ
の
と
き
の

感
動
と
と
も
に
忘
れ
な
い
も

の
と
な
り
ま
し
た
。
 

（
津軽
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
）
 

(1
0月
中
旬
ー
1
0月
下
旬
）
 

各種行事を開催します 

「と
も
に
末
永
く
健
や
か
に
」
 

五
十
四
年
度
の
「
市
合
同
金

婚
式
」
 
は
、十
月
三
日
市
民
文

化
会
館
に
結
婚
し
て
五
十
年
に
 

な
る
四

十
組
の

夫
婦
を

招
い
て
 

行
わ
れ
、
お
祝
い
し
ま
し
た
。
 

式
で
は
寺
田
市
長
が
、
 「よ

り
い
っ
そ
う
健
康
に
留
意
し
、
 

市
発
展
の
た
め
に
尽
し
て
ほ
し
 
 

い
」
 
と
式辞
を
述
べ
、
次
い
で

昭
和
四
年
に
結
婚
し
た
弥
生
町

の
秋
元
滝
太
郎
さ
ん

（
七四
）
 

そ
と
さ
ん

（
六
八）
夫
婦
ら
四
 

十
組
、
八
十
人
に
顕
彰
状
と
記

念
の
め
お
と
茶
わ
ん
を
贈
り
ま
 

し
た
o
 

'
 
 

一
郎
さ
ん

（七
二
）
ま
つ
さ
ん
 

（
七二
）
夫
妻
が
、
 「と
も
に

手
を
取
り
合
っ
て
、
地
域
発
展

の
た
め
に
い
さ
さ
か
な
り
と
も
 

尽
力
し
た
い
」
 
と
お
礼の
こ
と
 

ば
を
述
べ
ま
し
た
。
 

ま
た
式
で
は
、
川
浪
金
昇
市
 

市
の
執
務
時
間
の
変
更
に
伴

い
市
立
図
書
館
の
開
館
時
間
が

次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

十
月
一
日
か
ら
明
年
二
月
末

日
ま
・
では
、
午
前
九
時
三
十
分

か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で

明
年
三
月
一
日
か
ら
九
月
三

十
日
ま
で
は
、
午
前
九
時
三
十

分
か
ら
午
後
五
時
三
十
分
ま
で
 

、
・
1

1
1
 

ん

（
八

一
一
）
が
 

「結
婚

五
十
年
 

の
あ
ゆ
み
」
 
と
題
し
で
講
話
を

行
い
ま
し
た
。
 

◇
 
◇
 

休
館
日
等
は
従
前
ど
う
り
で

す
。
 

ま
た
、
十
月
一
日
か
ら
利
用

図
書
が

一
人
二
冊
以
内
か
ら
三

冊
以
内
に
、
館
外
貸
出
期
間
も

七
日
以
内
か
ら
十
日
以
内
に
改

正
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
、
らせ
 

し
ま
す
。
 

、
、
 

ー
、
、
‘

1
 

‘
「
、
、
 

、
十
月
二
十
七
日
か
ら
「
涜
 

『
圭
目
」
遮
町旧

ー
 
カ
」
柳
ュ
よ
n
ノ
＋
よ
4
4ノ‘
 

市
立
図
書
館
で
は
、
週

間
に
ち
な
ん
だ
行
事
を
次

の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で

多
数
ご
参
加
下
さ
い
。
 

小

・
中
学
生
の
 

作
品
募
集
 

読
書
に
関
係
あ
る
習
字
 

・

図
画
及
び
読
書
感
想
文

ロ
締
切
り
 
十
月
二
十

五
日
 

ロ
送
り
先
 
五
所
川
原

市
栄
町
二
九

（
郵便
番
号

〇
三
七
）
五
所
川
原
市
立

図
書
館
 

作
品
に
は
、
住
所
、
氏

名
、
学
校
名
、
学
年
、
電

話
番
号
を
明
記
し
て
下
さ
 

応
募
者
に
噂
記
念

品
 
 

を
差
し
上
げ
ま
す
。
 

小
学
生
対
象
の

映

画

会
 

ロ
と
き
 
十
月
二
十
七

日
（
土
）
午
後
一
時
三
十

分
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
立
図
書

館
・
視
聴
覚
室
 

小
学
生
対
象
の

読
書
の
つ
ど
い
 

ロ
内
容
 
本
の
読
み
聞

か
せ
、
紙
芝
居
ほ
か
 

ロ
と
き
 
十
月
二
十
八

日
（
日
）
午
前
十
時
か
ら

ロ
と
こ
ろ
 
市
立
図
書

館

・
児
童
閲
覧
室
 

読
書
に
つ
い
て
の

講
 
演
 
会
 

ロ
化
堵
 
十
月
二
十
八

日
（
日
）
午
後
一
時
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
．
市
立
図
書
館
一
一
 

《
 
階
一般
閲
覧
室
 

（
 
ロ
対
象
 
一
般

・
読
書
サ
ー
 

ー
ク
ル
 

《
 
ロ
講
師
 青
森
中
央
短
期
大

一
学
教授
小
野
正
文
氏
 

一
 
行
事
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
 

市
立
図
書
館

（
廿
④
四
三
一

番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
 

<
 

◇
 

◇
 

こ
れ
に
対
し
石
岡
の
寺
田
孫
 

社
会
福
祉
協
議
会
長
、
村
上
純
 

・
 

一
五
所
川
原
商
工
会
議
所
会
頭
、
 

ノ
 
コ
ーP
ー
万
，
二
Zコ
，
『P
ノ
コー
，
 

葛
西
専
造
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
長
が
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
述
べ

た
あ
と
、
旭
町
の
江
渡
哲
哉
さ
 

『
と
も
に
家
象
く
お
兎
気
で
』
 

合
同

金
婚
式

で

祝
 
》つ
 

図
書
館
の
開
館
時
間
が

変
り
ま
す
 

七
日
か
ら
読
書
 

昭和54年（1979年）10月15日（457号） ④ 
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松島・広田団地の皆さん へ
 
排
水

施
設
使
用
料
は

口
座
振
替
で
で

き
ま
す
 

市
で
は
、
水

道
料
金
と
同
じ

く
「
排
水
施
設

使
用
料
金
」
 
の

口
座
振
替
を
十

月
分
か
ら
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
 

対
象
地
域
で

あ
る
松
島
団
地
、
 

広
田
団
地
に
は
、
 

す
で
に
委
託
徴

収
員
を
通
じ
口

座
振
替
の
申
込
 

い
。
 

手
続
き
は
、
最
近
の
 
「排
水

施
設
使
用
料
領
収
書
」
、
 
「預

金
通
帳
」
、
 
「届
出
印
」
、
「収

入
印
紙
（
百
円
）
」
を
お
持
ち

に
な
る
だ
け
で
す
み
ま
す
。
 

書
を
配
布
し
て
お
り
ま
す
が
、
 

申
し
込
み
の
遅
れ

て
い
る
方
は

引
き
続
き
受
け
付
け
し
て
お
り

ま
す
の
で
、

ご
利
用
下
さ
い
。
 

申
し
込
み
さ
れ
る
方
は
、
利

用
し
て
い
る
金
融
機
関
か
市
下

水
道
課
で
手
続
き
を
し
て
下
さ
 

取
り
扱

い
指
定
金
融
機
関
は

次
の
と
お
り
で
す
。
 

青
森
銀
行
五
所
川
原
支
店
、
 

青
森
銀
行
広
田
支
店
、
津
軽
信

用
金
庫
五
所

川
原
支
店
、
東
奥

信
用
金
庫
五
所
川
原
支
店
、
み

ち
の
く
銀
行
五
所
川
原
支
店
、
 

青
森
県
信
用
組
合
五
所
川
原
支

店
、
五
所
川
原
市
農
業
協
同
組

合
本
所
、
同
栄
支
所
、
同
松
島

支
所
、
栄
村
農
業
協
同
組
合
、
 

松
島
村
第
一
農
業
協
同
組
合
 

曳
里
筆
監
 

市
で
は
、
良
質
米
生
産
対

策
事
業
の
一
端
と
し
て
、
次

の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

該
当
す
る
方
は
申
請
し
て

下
さ
い
。
 

ダ
曹
ー

‘
『
、
 
i

ー
罵
篇
霧

曹
ー

ー

・・
ー

・
・ー
ー
 

網
目
（
米
選
機
）

の
 

取
り
換
え
経
費
に
補
助
 

ロ
補
助
対
象
 

ま
た
は
契
約
書
を
添
え
市
農
 

一
・
八
五
プ
以
下
の
米
選
 

林
課

へ
申
請
し
て
下
さ
い
。
 

機
の
網
目
を

一
・
九
ミリ
に
取

‘
 
（
申

請
書
用
紙
は
、
農
林
 

り
換
え
る
経
費
が
対
象
 

課
に
あ
り
ま
す
。）
 

ロ
補
助
額
 

口
締
切
り
十

月
二
＋
五
日
 

経
費
の
二
分
の
二

fン
 

は
一
万
円
魁
柄
の
い
ず
れ
か

低
い
額
 

ロ
お
申
込
み
 

申
請
書
に
網
目
の
納
品
書
、
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市営住宅の入居者募集 

広田団地（みどり町 1 丁目） 

市では、下記の要項で市営住宅の入居者を募集します。 

ロ募 集 期 間 11月 1日から11月15日まで 

ロ入居予定日 12月20日 

ロ入居者の選考 市営住宅管理条例第 9条の規定により実態調査を行な 

い、市営住宅入居者選考委員に図って決定します。 

、 ロ住 宅種別 

種別 構造 
募集
戸数 

規 	模 
1 戸当
床面積 

家 賃 敷 	金 

第
 2
 
種
 

晦
4
階
建
  

32 

6畳押入 	6畳． 
4.5畳押入、台所、 
浴室、物置、物入、 
ホール 

m 
63,47 

円位 
20,000 家賃の 3 カ月分 

種別 構造 募戸
 
集
数
 

規 	模 
‘、 

1 戸当
床面積 

家 賃 敷 	金 

第

2

種
 

柵
3
階
建
  

6
  

6畳押入、 6畳押勢 
10畳、浴室、台所、 
物置、ホール 

,m
1
3
 

 
7
1
 

 

円位 
23,000 家賃の 3カ月分 

ロ入 居資格 

現に同居し、または同居しようとする親族がある方 

市内に住所または勤務場所を有する方 

住宅に困っている方 

市税等を滞納していない方 

政令で定める次の基準の収入のある方 

種別 
ilxA 讐 

人
  

0
  

人
1
  

人
2
  

人
3
  

4 人 ノ・5 人 

第 2 種 47,000円以下 円
卿
 

眼
  

1,341 
円 

,999 
円 

1,705,999 
円 

2,049,000 
円 

2,391,999 
円 

2,735,999 

※収入基準の額は各種控除後の月収金額で粗収入の年収金額に換算し 

たものです。 

ロ申込み手続書類（一部） 

入居申込書 

所得金額計算書（給与所得者は昭和53年分源泉徴収票、給与以外の所得 

者は昭和53年分所得証明書を添付すること） 

住民票の謄本（婚約中の人は、双方の住民票） 

市税等を滞納していない証明書（給与所得者は不要） 

婚約者は婚約証明書 

口申 込 先 市社会課・住宅係（廿⑤2 11 1番・内線263番） 

（申込書用紙がありますJ 

ロご 注 意 

これまで空家住宅入居申込書を提出された方でも新規募集ですから、新 

たに申込みして下さい。 

申込書等は本人が持参すること。 

申込書には、現住所・連絡先・電話番号等を明確に書くこと。 

教
育
振
興
会
に
 

十
万

円
寄

付
 

市
内
羽
野
木
沢
、
医
師
阿
部

保
信
さ
ん
は
こ
の
ほ
ど
、
教
育

振
興
基
金
に
役
立
て
て
下
さ
い

と
、
財
団
法
人
市
教
育
振
興
会

に
十
万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。
 



ふるってご参加を 

ゲートボール教室 

雨
天
の
場
合
は
、
中
止
し
ま
 
主

催
 
市
教
育
委
員
会

す
。
 

「柔
道
教
室
」
を
開
催
 

ロ
と
き
 
毎
週
月
・
水
 

口
対
象
 
小
学
生
 

・

金
曜
日
。
 
（
午
後
五
時
 

口
申
込
み
先
 
市
教
育
 

三
十
分
、
六
時

三
十
分
ま
 
委
員

会

・
保
健
体
育
課
 

対
象
は

小
学

生
 

で
。）
 

一
（
。④
三
一
九

二
番
）
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
立
三
道
 

詳
し
く
は
、
当
課

へ
お
 

（
会
館
柔
道
場
 

間
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

出稼ぎ者は全員加入を 

市
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の

日
程
で
各
種
ス
ポ
ド
ッ
教
室
を

開
催
し
ま
す
。
 

ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。
 

ロ
関
催
場
所
 
市
民
体
育
館

ロ
申
込
み
先
 
市
教
育
委
員

会
・
保
健
体
育
課

（
。④
三
一

九
二
番
）
 

ロ
定
員
 
各
教
室
と
も
三
十

人
。
 
（
定
員
に達
し
次
第
締
切

り
ま
す
）
。
 

ロ
参
加
料
 
千
円
。
 （
ス
ポ
 

・

ー
ッ
傷
害
保
険
料
を
含
む
。）
 

会
場
に
持
参
し
て
も
け
っ
こ
 

ロ
と
き
 
十

月
一
一
十
一
一
日
 

（月
）
午
前
九

時
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ

市
庁
舎
前
「
お

祭
り
広
場
」
 

ロ
参
加
者

単
位
老
人
ク
ー
フ

ブ
ご
と
に
三
人
 

ー
五
人
で
お
申

し
込
み
下
さ
い
。
 

ロ
申
込
み
締
 

切
り
 
十
月
二
十
日
（
土
）
 

ロ
申
込
み
先
 
市
教
育
委
員

会

・
保
健
体
育
課

（
。④
三

一

九
二
番
）
 

う
で
す
。
 

各
ス
ポ
ー
ッ
教
室
の
開
催
日
，
 

程
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

ロ
バ
ト
IIIン
ト
ン
教
室
 

（
午後
七
時
ー
九
時
ま
で
）
血
 

十
月
十
九
日

（
金）
、
十
月
 

'
 

 

二
十
六
日

（
金）
、
十
一
月
十

三
日
（
火
）
、
十
一
月
二
十
一

日
（
水
）
、
十
一
月
二
十
八
日
 

（
水
）
、
十
一
月
三
十
日
（
金）
、
 

十
二
月
四
日

（
火
）
、
十
二
月

七
日

（
金
）
 

ロ
卓
球
教
室
 

（
午
前
九時
ー
正
午
）
 

十
月
二
＋
六
日

（
金
）
、
十

月
三
十
日
（
火
）
、
十
一
月
七

日
（
水
）
、十
一
月
十
三
日
（
火
）
、
 

十
一
月
二
十
日

（
火）
、
十
一

月
二
十
八
日
（
水
）
、
十
二
月

四
日
（
火）
、十
二
月
七
日

（
金）
 

十
二
月
十
一
日

（
火）
、
十
一
一

月
十
四
日

（
金）
 

ロ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
 

（
午後
七
時
ー
九
時
）
 

十
月
十
七
日

（
水
）
、十
一

・
 

月
二
十
日

（
火）
、
十
二
月
六
 

日

（
金）
 

い
よ
い
よ
出

稼
ぎ
の
シ
ー
ズ

ン
が
近
づ
き
、
 

各
事
業
所

（
会

社
）
か
ら
求
人

の
申
込
み
が
多

く
な
っ
て
い
ま

す
。
 

出
稼
ぎ
で
、
 

と
く
に
留
意
し

て
い
た
だ
き
た

い
こ
と
は
、
就

労
先
事
業
所
の

求
人
条
件
を
よ

く
確
認
し
、
あ

と
で
悔
ま
ぬ
よ
 
 

う
心
が
け
る
こ
と
で
す
。
 

職
業
安
定
所
の
紹
介
を
受
け

ず
、
知
人
、
縁
故
な
ど
で
受
け

入
れ
体
制
等
に
問
題
の
あ
る
事

業
所
に
就
労
す
る
人
が
相
当
数

い
る
た
め
、
労
働
条
件
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル
、
賃
金
不
払
い
、
 

労
働
災
害
等
、
雇
用
を
め
ぐ
る

問
題
が
し
ば
し
ば
発
生
し
て
い

ま
す
。
 

就
労
期
間
中
の
事
故
、
病
気

も
決
し
て
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
 

出
稼
ぎ
を
め
ぐ
る
諸
問
題
は
、
 

大
き
な
社
会
問
題
と
し
て
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
出
稼

ぎ
援
護
対
策
と
し
て
今
年
五
月
 
 

か
ら
事
故
見
舞
金
制
度
（
財
団

法
人
青
森
県
出
稼
協
会
）
が
発

足
し
、
こ
れ
に
加
入
さ
れ
た
方

は
、
出
稼
ぎ
中
い
つ
、
ど
こ
で

災
害
に
あ
っ
て
も
見
舞
金
が
受

け
ら
れ
る
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

本
人
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
 

家
族
に
と
っ
て
も
万

一
の
事
故

に
備
え
安
心
を
得
る
た
め
に
、
 

出
稼
ぎ
さ
れ
る
方
に
は
全
員
加

入
す
る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。
 

制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
 

市
民
相
談
室

・
出
稼
対
策
係
 

（
。⑤
一
一
一
一
一
番・
内
線
一
一

八
〇
番
）
へ
お
間
い
合
わ
せ
下
 

さ
い
。
 

（第 3種郵便物認可） 	 広報ごしょがわら 	昭和54年（1979年）10月15日（457号） ⑥ 

室
を
 

・

“

"
＋
…
 
＋
“
、
＋
《

・
、
・
＋
…
 
＋
、
・

ュ
＋

i
・
ー
＋

…
 
＋
・

・
」
＋

…
  
‘ー
→、
＋

‘
・
」
＋
・
・

ー
 
《・
・
＋
！

・
・
＋

・
・

1
＋

・
・

ー
 
、・
・

＋
 

度で安心を 	出稼ぎ者 

■事故見舞金制度とは 

出稼労働者および留守家族のしあわせのために、県と市町村

がつくった出稼協会で行う互助制度です。 

出稼ぎする方が、みんな加入し、‘掛金を出し合ってお互いに 

~ 助け合うものです。 

’ 	加入した出稼ぎ労働者はいつ、どこで災害にあっても見舞金 

がうけられます。 

■出稼ぎ労働者とは 

1カ月以上1年未満居住地を離れて就労し、就労後、居住地 

に帰る方をいいます。 	（県内外の就労を問いません） 

■見舞金早見表 

種 	類 給 付 額 事 故 	・ 	災 害 の 程 度 

死亡見 耗金 
500,000円 勤務時間内に死亡したとき 

200,000円 勤務時間外に死亡したとき 

傷病見舞金 

80,000円 6 カ月以上休業して治療を要するとき 

60,000円 3 カ月以上6 カ月未満休業して治療を
要するとき 

50,000円 1カ月以上fカ月未満休業して治療を
要するとき’ 

不具廃疾見舞金 200,000円 不具廃疾により労働不能となったとき 

火災見舞金 
80,000円 留守宅が半焼以上のとき 

30,000円 就労先の宿舎が全焼したとき 



み
ん
な
の
健
康
教
室
 

医
師
会
と
家
庭
を
結
ぶ
「
み

ん
な
の
健
康
教
室
」
が
、
次
の

日
程
で
開
か
れ
ま
す
。
 

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
 「優
性

保
護
法
と
家
族
計
画
」
 
につ
い

て
で
す
。
 

ロ
と
き
 
十
月
二
十
六
日
 

第

一
・
第
三
木
曜
日
で
す
。
 

ロ
と
き
・
と
こ
ろ
 

十
一
月
一
日

（
木
）
 

⑨
午
前
十
時
三
十
分
か
ら
正
 

午
ま
で
、
新
町
、
五
所
川
原
保
 

健
所
前
 

＠
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
三
 

時
ま
で
、
姥
芯

・
五
所
川
原
日
 

産
自
動
車
商
会
前
 

市
で
は
、
三
十
五
歳
以
上
の

方
を
対

象
に
、

次
の
日
程
で
 

「婦
人
病
検
診
」
を
行
い
ま
す
。
 

対
象
に
な
る
方
は
、
検
診
を

受
け
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
 

ロ
と
き
 
十
一
月
二
十
九
日
 

（
木
）
、十
一
月
三
十
日
（
金
）
 

午
後
零
時
三
十
分
か
ら
二
時

ま
で
 

＋
二
月
一
日

（土
）
午
前
八
 

時
三
十
分
か
ら
十
時
ま
で
 

ロ
と
こ
ろ
 
新
宮
団
地
・
森
 

婦
人
病
の
検
診
を

行
い
ま
す
 

3
5歳
以
上
の
方
が

対
象
 

の
家
 

ロ
検
診
料
 
一
人
千
百
円

ロ
受
付
け
 
十

一
月
十
日
 

（土
）
ま
で
 

冒
・
込
み
 
市
保
険
衛
生
課
、
 

ま
た
は
各
支
所
へ
受
診
者
の
暴

J一

名
、
住
所
、
年
齢
、
世
帯
主
名

を
添
え
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
 

街
頭
献
血
を

行
い
ま
す
 

県
の
移
動
採
血
車
「
青
い
鳥
 

（
金）
午
後
一
時
か
ら
 

号
」
が
、
次
の
日
程
で
街
頭
献
 
ロ
と
こ

ろ
 
産
経
会
館
四
階
 

血
を
行
い
ま
す
。
 

ホ
ー
ル
 

ご
協
力
下
さ
い
。
 

主
催
 
北
五
医
師
会
、
五
所
 

市
内
の
街
頭
献
血
は
、
毎
月
 
川
原
市
民
保

健
協
議
会
 

ロ
と
こ
ろ
 
飯
詰
支
所
 

ロ
テ
ー
マ
 
「
勝
臓
の
病
気
」
 

に
つ
い
て
 

当
日
は
、
健
康
相
談
と
血
圧

測
定
も
行
い
ま
す
の
で
多
数
お

い
で
下
さ
い
。
 

国
の
戦
没
者
叙
勲
を
受
け

た
市
内
の
三
遺
族
に
対
し
九

月
二
十
六
日
、
寺
田
市
長
か

ら
顕
彰
状
と
勲
章
が
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。
 

叙
勲
を
受
け
た
戦
没
者
と

遺
族
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

ロ
勲
八
等
旭
日
章
 
野
呂

武
雄

（遺
族
兄
薫
作
さ
ん
、
 

市
内
金
山
）
 

ロ
勲
八
等
旭
日
章
 
関
清

治

（遺
族
甥
光
雄
さ
ん
、
市

内
中
泉
）
 

ロ
勲
八
等
旭
日
章
 
中
村

忠
八
郎
（
遺
族
義
姉
貞
子
さ

ん
、
市
内
上
平
井
町
）
 

ロ
と
き
 
十
月
一
一

十
二
日
（
月
）
午
後

六
時
か
ら
 

八
月
一
日
発
行
の

市
広
報
ご
し
ょ
が
わ

ら
で
お
知
ら
せ
し
た

メ

移
動
健
康
教
室
・
飯

詰
地
区
の
日
程
が
次

の
と
お
り
変
更
に
な

り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
 

 

昭和54年（1979年）10月15日（457号） ⑦ （第3種郵便物認可） 	 広報ごしょがわら 

飯詰地区の日程変更 

移動健康教室 

戦
没
者

叙
勲
を

伝
達
 

ご存じですか 

ろ圭 --,拳；思礁Il全．丑ミ客生“ I立 
廷云又未ユ些ll取立；プ七ノ月巾り)文 

建設業の現場で働く人たちの幸せのために国がつくった退 

職金制度で、建設業の雇主がみんな加入し、掛金を出し合っ 

て退職金を支給するのが建設業退職金共済制度です。 

0事業主のみなさんハ、 

あなたの職場で働く人たちの幸せのため共済制度に加入し、 

魅力ある職場として希望を持たせましょう。 

⑨建設現場で働く作業員のみなさんへ 

△退職金の手帳をお持ちでしょうか。 

手帳は、建設業なら全国どこの事業所（雇い主）でも適用 

しますので、建設茎へ出稼ぎするみなさんにも適用されます。 

事業所（雇い主）や現場がかわるときには、手帳を受けとっ 

て新しい職場に出し、続けて証紙をはってもらって下さい。 

働いた日数分の掛金が全部通算されます。 

この制度の適用を受けていない作業見の方は、事業主にお 

尋ね下さい。 	 ” ’ 

※この制度について、詳しくお知りになりたい方は、青森市

安方建設業退職金共済組合青森県支部（廿0177-⑩7611 

⑩ 7612）ノ＼どうぞ 

事故見舞金制 
' ,一り 

■加入申し込みは 

市‘市民相談室（本庁2階）窓口で受け付けます。 

申し込みによって 「加入者」 として登録されるほか、 

出稼協会から 「加入登録票」 が渡されます。 

■掛金は 

1人年間600円です。 

ほかに、県と市町村が1人年間800円づつ負担します。 

■見舞金受給手続き 

事故に応じて、次の書類を市経 

由で協会に申請して下さい。 

なお、 「申請書」は市・市民相談室の窓口にあります。 

●死亡したとき 

死亡診断書か死体検案書と戸籍謄本。ただし、勤務

時間内に死亡したときは、さらに雇用主の証明書が必

要です。 

●傷病のとき 

医師の診断書 

●廃疾のとき 

医師の証明書 

．火災にあったとき 

所轄消防署長の発行した羅災証明書 



一
 
」
 

 

●

つ
 

よ
 

い
 

は
な

き
ら

焼
ゃ
 

稲
刈
り
時
期

を
迎
え
、
今
年

も
ま
た
わ
ら
焼

き
の
煙
害
の
発

生
抗
気
が
か
り

で
す
。
農
家
の

皆
さ
ん
は
、

．住

み
よ
い
環
境
づ

く
り
の
た
め
に

も
わ
ら
焼
占
‘
 

止
に
ご
協
力
下

さ
山
o
 

わ
ら
焼
き
に

よ
る
煙
害
は
、
 

ご
承
知
の
よ
う
 

五小 PTA が勉強会 

飲料水ができるまで 

同
 

同
 

佳 優

作 秀

工 尾 岩 

同藤同 野 同測

徹 摩 

同
 

同
 

同
 

同
 

ー也ー哉一静 

へ後金新へ角一阿 

最同藤中谷同田同部 

奮 ●犀修 勝 道 
一 ー子、ーノー ー 1〒、一 7 

轟
舞
義
誕
一
奪
」「
 

十
二
月
は
 
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
年
末
調
整
が
行
わ
れ
る

月
で
す
の
で
、
税
務
署
で
は
、
 

官
公
庁
、
会
社
、
個
人
事
業

な
ど
の
給
与
支
払
者
を
対
象
 

に
説
明
会

を
開
催
し
 

ま
す
。
 

本
年
度
は
、
同
居
す
る
七

十
歳
以
上
の
老
人
扶
養
親
族

に
つ
い
て
、
割
増
控
除
等
の

所
得
控
除
の
制
度
が
設
け
ら

れ
ま
し
た
。
 

ロ
と
き
 
十
一
月
九
日
 

（
金
）
午後
一
時
三
十
分
か
ら

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
 

館
 

・
ー
 

ロ
対
象
 
西
北
五
官
公
庁

ロ
と
き
 
十

一
月
二
十
日
 

（火
）
午
前
九時
半
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会

館
 ロ

対
象
 
市
内
支
店
法
人
、
 

個
人
事
業
者
 

ー
ー

ノ
，
 

十
一
月
一
一
 

十
日
（火
）
午後
一
時
二
十
分
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会館

ロ
対
象
 
市
内
本
店
法
人

ロ
と
き
 
十
一
月
ニ
十
一

日
（
水
）
午
前
九時
三
十
分
か

ら
と
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会

館
 ロ

対
象
 
市
内
本
店
法
人
 

心

目
●
、
又
 

ロ
と
き
 

年
末
調
整
説
明
会
 

電
話
・
地
下
ケ
ー
ブ
ル
 

三
カ
所
で
工
事
中
で
す
 

青
森
電
気
通
信
部
で
は
、
市

内
の
電
話
需
要
に
応
え
る
た
め

広
田
・
卸
売
団
地
方
面
及
び
中

平
井
町
方
面
で
地
下
ケ
ー
ブ
ル

の
埋
設
工
事
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
 

工
事
区
間
と
工
期
は
下
記
の

と
お
り
で
す
が
、
卸
売
団
地
方

面
の
国
道
一
〇
一
号
線
工
事
は
、
 

毎
日
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時

ま
で
、
上
平
井
町
方
面
は
午
前

八
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
堀
削

作
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
工
事
に
よ
っ
て
国
道
一

〇

一
号
線
は
相
当
の
交
通
渋
滞

が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
事
情
ご
 
 

推
察
の
う
え
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
 

1
ロ
エ
事
区
間
 
上
平
井
町

沢
田
釣
具
店
ー
五
小
前
通
り

ー
 

下
平
井
町

・
新
宮
団
地
入
口
ま

で
六
百
M
 

ロ
エ
期
 
九
月
二
十
日
、
十

一
月
三
十
日
 

2
ロ
全
面
通
行
止
・
駐
車
禁

止
区
間
 
市
道
・
秋
元
小
路
線
 

（電
話
局
裏
通
り
）
五
十
M
 

ロ
工
期
 
九
月
二
十
日
ー
十

一
月
十
日
 

3
ロ
工
事
区
間
 
国
道
一
〇

一
号
線
・
姥
落
橋
ー
青
陽
園
前

通
り
ー
市
農
協
栄
支
所
ま
で
一
一
 
 に

目
や
の
ど
を
痛
め
る
ば
か
り
 

か
、
交
通
事
故
の
原
因
に
も
な
 

り
か
ね
ま
せ
ん
。
ま
た
、
市
民
 
ノ
 

の
日
常
生
活
や
健
康
を
お
び
や
 

か
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

稲
わ
ら
は
、
た
い
肥
づ
く
り
 

な
ど
に
役
立
て
る
よ
う
に
努
め
 

空
気
の
澄
ん
だ
住
み
よ
い
ま
ち
 

に
し
ま
し
よ
・フ
。
 

o

農
業
の
基
本
は
ま
ず
土
づ
く

り
か
ら
で
す
。
 

〇
う
ま
い
お
米
づ
く
り
は
土
づ

く
り
か
ら
で
す
。
 

o

稲
わ
ら
は
焼
か
な
い
で
土
に

か
え
し
ま
し
ょ
う
。
 

千
）川
 

ロ
工
期
 
九
月
二
十
日
ー
十
 

一
月
「
一
十
日
 

（
五所
川
原
電
報
電
話
局
）
 

第
十
九
回
「
国
際
連
合
を
理

解
す
る
た
め
の
全
国
中
学
生
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
」
 
の
青森
県
予

選
で
市
内
か
ら
次
の
中
学
生
が

入
選
し
ま
し
た
。
 

最
優
秀
 
前
 
田
 
栄
 
子
 

（
五三
中
 
三
年
）
 

五
小
P
T
A
研
修

委
員
会

（石
塚
鉄
男

委
員
長
）
の
一
行
十

一
人
は
九
月
二
＋
七

日
、
飯
詰
や
元
町
浄

水
場
の
水
道
施
設
を

み
て
巡
り
、
川
の
水

が
飲
料
水
と
し
て
使

わ
れ
る
ま
で
の
過
程

を
勉
強
し
ま
し
た
。
 

一
行
は
、
市
長
公

室
で
岩
田
課
長
ら
と

会
い
、
濁
り
水
を
な

く
し
て
ほ
し
い
等
と

要
望
、
市
側
か
ら
も

水
道
料
金
の
ロ
座
振

替
や
漏
水
の
発
見
に

協
力
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。
 

（第 3 種郵便物認可） 

〔
ポ
ス
タ
ー
は
、
五
十
三
年
 

度
募
集
、
「特
選
」
中
央
小
六
年
 

熊
谷
知
明
君
の
作
品
で
す
〕
 

ま
ず

示
せ
 
親
が

物
へ

の
 
目

と
心
 

み
ん
な
で

や
ろ
う
、

五
％
石
油
節

約
 

前
田

さ
ん

最
優

秀
賞
 

広
報
紙
の
早
期
配
布
に
ご

協
力

下
さ
い
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